
7.2万人

12億1千
万円

6.4万人

12億2千
万円

5.9万人

11億7千
万円

6.9万人

14億4千
万円

８～11万人

16～22億

7.9万人

12億７千
万円

121人

1,600
万円

173人

700
万円

291人

900
万円

280人

700
万円

409人

1,100
万円

877人

2,800
万円

2.1万人

4億6千
万円

2.9万人

6億1千
万円

1,700
万円

136人

2.8万人

5億8千
万円

8億6千
万円

3.9万人

ありがとう。ありがとう。

延べ延べ 4949 万人万人
総額総額9393 億円。億円。

▼ 令和５年度地方別ふるさと納税寄附者の割合

中国地方
2.98％

関東地方
56.63％

近畿地方
14.5％

中部地方
11.7％

九州地方九州地方
9.19％9.19％

東北地方 2.02％
 四国地方
　1.13％

北海道地方 1.85％

※ H20年４月～※ H20年４月～
　 R6年10月現在　 R6年10月現在

平 成
20 年

（2008）

平 成
21 年

（2009）

平 成
22 年

（2010）

平 成
23 年

（2011）

平 成
24 年

（2012）

平 成
25 年

（2013）

平 成
26 年

（2014）

平 成
27 年

（2015）

平 成
28 年

（2016）

平 成
29 年

（2017）

平 成
30 年

（2018）

令 和
元 年

（2019）

令 和
２ 年

（2020）

令 和
３ 年

（2021）

令 和
４ 年

（2022）

令 和
５ 年

（2023）

令 和
６ 年

（2024）

見込み

見
込
み

た
く
さ
ん
の
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
４
月
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

制
度
が
開
始
し
て
以
来
、
垂
水
市
で
は
、

寄
附
金
を
活
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
」
を
創
設
し
、
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
全
国
47
都
道
府
県

延
べ
６
万
９
３
７
３
人
の
方
か
ら
、
約

14
億
４
６
６
３
万
円
（
前
年
度
と
比
べ

約
１
２
３
％
増
加
）
の
ご
寄
附
を
賜
り

ま
し
た
。
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
垂
水
市
で
は
今
後
も
、
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の

暮
ら
し
に
息
づ
く

ふ
る
さ
と
納
税

　「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
生
ま
れ
た

故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
へ
寄
附
が

で
き
る
制
度
で
す
。
寄
附
金
の
う
ち

２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
手
続
き
（
確
定
申
告
や
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
申
請
）
を
す
る
こ
と
で
、
所
得

税
の
還
付
や
住
民
税
の
控
除
が
受
け
ら

れ
、
ま
た
、
寄
附
へ
の
お
礼
と
し
て
、

寄
附
し
た
自
治
体
か
ら
の
返
礼
品
を
受

け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
広
報
た
る
み
ず
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納

税
」
で
応
援
い
た
だ
い
た
方
、
そ
し
て

市
民
の
皆
様
へ
の
報
告
と
し
て
、
毎
年

前
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
実
績
報
告
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
お
い
て
貴
重
な
財
源
で
す
。
今

回
の
特
集
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
こ

れ
ま
で
応
援
い
た
だ
い
た
寄
附
金
の
活

用
事
例
の
ほ
か
、
本
市
が
取
り
扱
う
返

礼
品
の
紹
介
等
、
17
年
間
の
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
幅
広
く

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

垂
水
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
解
体
新
書

解
体
新
書

これ
から

もよろしくお願いします

22億

16億

17年間で17年間で

「49 万人」という寄附者数は、

現在の垂水市の人口を基に計算すると

約 39 倍となります。※ R6 年 10 月時点

［Q］H27 年 度 の 増 加 の
原因は？
A. ふるさと納税が話題と
なる中、年末の駆け込み寄
附の時期に合わせて、返礼
品のラインナップを充実

（約 30 品⇒約 130 品）し、
さらに寄附者の中から本市
特産品が当たる抽選キャン
ペーン等本市独自の取り組
みを行ったため。

［Q］H30 年度の減少の原因は？
A. 国のふるさと納税の基準が改正さ
れ返礼対象品が厳格化されたことに
伴い、本市の返礼品数が大幅に減っ
たため。

［Q］R 元 年 度 の 増 加 の 原 因 は？ 
A. 令和元年 10 月に消費税が 10％
へ変更することに伴い、9 月末まで、
多くの駆け込み寄附が発生したため。

ＳＴＡＲＴ

7 億10
月
末
時
点

（東京都 35.68％）

神奈川県
　（9.02％）

（（4.63％）4.63％）（4.41％）（4.41％）

埼
玉
県

千
葉
県

そ
の
他

3.2万人

7億1千
万円

［Q］R６年度の増加
見込みの原因は？
A.10 月に国の基準が
改正され、返礼品基
準が厳格化されるこ
とに伴い、9 月末ま
で、多くの駆け込み
寄附が発生したため。
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暮らしに
息づく
まちづくり

　寄附者の皆様から、ご寄附の際に、まちづくりに関するいくつか
の事業の中から、寄附金の使い道をご指定いただいています。また、

「垂水市ふるさと応援基金条例」を制定し、いただいた寄附金を基
金として積み立て、必要に応じて、使途を吟味しながら、大切に
活用させていただいております。ここでは、これまでの活用事例
を一部ピックアップしてご紹介します。

瀬戸口藤吉翁記念行進曲
コンクール補助金

（活用事業費）1,000,000 円

文化関連 H21年度

平成 21 年度から令和４年度までの活用事例

備蓄用倉庫整備事業
※備蓄拠点の整備および資材・食料購入

（活用事業費）5,401,000 円

防災関連 H29年度

桜島降灰を使った
アイデア商品化事業

（活用事業費）950,250 円

地域資源関連 H22年度

地区公民館施設整備
（9 つの全地区公民館）

（活用事業費）94,851,000 円

施設整備関連 H28年度

ICT 教育・業務環境
整備事業

（活用事業費）9,205,383 円

教育環境関連 R４年度

交通安全対策事業
※市道区画線設置工事等

（活用事業費）10,777,000 円

交通安全関連 R２年度

未来へ紡ぐ
令和５年度
実績報告

平成 21 年度から、令和５年度までの 15 年間で

花いっぱい運動花壇整備事業
※道の駅たるみずはまびら、旧垂水港ロータ
　リーの花壇整備

（活用事業費）6,824,664 円

自然景観関連

令和５年度の活用事例【全 54 事業】

保育所等整備事業
※さざなみ保育園の敷地内柵の整備等

（活用事業費）2,805,000 円

教育環境関連

まちづくり交付金事業
※境地区の階段手すりの整備等

（活用事業費）1,828,430 円

地域活性化関連

延べ 389 事業に活用しました。
　令和５年度も、寄附金の活用により様々な事業を推
進することができました。ここでは、令和５年度に実
施した全 54 事業のうち、主なものをご紹介します。

１ 自然環境や景観づくりに
関する事業

89,610,900
円

２ 地域資源の活用に関する事業 20,012,359
円

３ 地域の活性化に関する事業 36,801,369
円

４ 安全に配慮した社会基盤整備に
関する事業

29,392,662
円

５ 将来を担う子どもたちの教育環境
整備に関する事業

93,267,591
円

６ 生きがいが持てる健康な暮らしに
関する事業

17,150,371
円

７ その他目的達成のために市長が
必要と認める事業

122,581,545
円

１ 河川寄洲除去事業
⇒市内河川の寄洲除去

9,470,000
円

２ 道の駅たるみず空調更新事業
⇒道の駅たるみずの空調更新

11,202,031
円

３
秋の産業祭開催補助事業
⇒産業祭開催に伴うイベント運営など
　に対する補助

1,000,000
円

４
要配慮者個別計画作成支援事業
⇒非常時に配慮が必要な方々の
　計画作成

2,604,000
円

５ 小学校施設整備事業
⇒市内小学校施設の改修

8,196,252
円

６
たるたるおでかけチケット交付事業
⇒高齢者がバス等で利用できるチケット
　の交付

9,391,605
円

７ 産婦人科医療体制確保事業
⇒市内に産婦人科を整備

33,000,000
円

【寄附金の活用別】 【活用事例の主なもの】※活用事業費

※その他、ふるさと納税制度事業費（返礼品費用等）に 745,738,330 円支出。

垂水イメージアップ事業
※たるたる着ぐるみや PR アイテム作成

（活用事業費）2,154,180 円

交流人口UP関連 H28年度

魚食普及の推進および
漁業体験学習事業

（活用事業費）571,200 円

水産業関連 H25年度

プレミアム付商品券発行補助事業
※地域経済・商工業の活性化等

（活用事業費）32,364,000 円

地域経済関連 H30年度

これまでの
ふるさと納税

実績報告
▼
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